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本調査に関して

【1】 目的
本調査の目的は、株式会社プラントビオに於ける、社内の精度管理の一貫として実施致しました。本調査に

関しまして、サンプリング～分析及び専門家の先生方への検証依頼・全て社内の予算において実施しており
ます。検証に関しては、以下に記載の先生方に弊社での分析結果と固定サンプルをお渡しし検証をお願い

しております。

【2】検証について
海産植物プランクトン:日 本歯科大生命歯学部 生物学教授 南雲 保
海産動物プランクトン:独立行政法人中央水産研究所 平川 和正

淡水植物プランクトン:藻類研究所 福嶋悟 (元横浜市環境科学センター、元珪

藻学会長)
淡水動物プランクトン:信州大学山岳科学総合研究所教授 花里孝幸

※敬称略

【3】期間 (調査年月日)
。平成22年8月 2日 (夏季調査)
。平成22年 10月 15日 (秋季調査)
。平成23年2月 7日 (冬季調査)
。平成22年4月 20日 (春季調査)

【4】採集場所
。早川漁港 (小田原漁港)市場前 Jヒ緯35度 14分 21秒 東経139度08分58秒
・芦ノ湖 元箱根 (鳥居前) 北緯35度 12分07秒 東経139度01分 32秒

【5】調査概要
・植物プランクトン

表層採水により2Lを 10ml程度 (必要に応じて更に)まで濃縮を行い、光学顕微鏡に
より検鏡。固定は、検鏡用にグルタールアルデヒド固定と、ホルマリンによる固定を行
い持ち帰り分析

・動物プランクトン

水深20mより鉛直引きによリシュガーホルマリンにより固定持ち帰り分析
使用ネットは、NXX13(日 合い100μ m)を使用

※その他調査項目:気温・水温。PH・水色・透明度
※なお使用した顕微鏡は、以下のとおりです。
生物顕微鏡 :オリンパスBX40、 50 実体顕微鏡 :オリンパスSZX-12
撮影 :上記以外に、ライカDMLB+キーエンスVHX-1000

【6】分析結果に関して
植物プランクトン分析の場合、優占種もしくは、優占上位種の不明種が珪藻で、酸処理等が必要な場合
は、酸処理して同定致しますが、それ以外の場合は、当社では種名ではなく、その上位分類群 (属 )で止める
ことが有ります。今回福嶋先生にご指摘を受けた種に関しては、その結果を反映致しました。(+表記)なお、
弊社付着藻類分析におきましては、通常酸処理 (パイプユニッシュ方)にて分類しております。

【7】写真に関して
掲載したプランクトンの写真は、当社が過去に撮影した写真の在庫から使用したものも有ります。よってすべ

ての写真が芦ノ湖産のプランクトンを撮影したものでは有りませんので、ご注意ください。
(あくまで地元に貢献という趣旨で作成致しました。)

また写真帳の後半には、ネット法により採集した低倍率の写真を四季に分けて掲載致しましたが、日合いが
100μ mのネット濾過のサンプルですので、それ以下サイズの優占する藻類 (ペリディニウム ビペス)などは殆
ど入つておりませんのでご注意ください。

【7】謝辞他
各方面の先生方並びに芦ノ湖漁協 (野崎組合長)にはご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
ありがとうございました。

※なお、微細藻類から動物プランクトンそして魚に至る食物連鎖に関しては、下記の本に詳しく掲載されておりますのでご覧下さい。
「ミジンコはすごい !」 花里孝幸著 岩波ジュニア新書



分析手順

〔植物プランクトン・・・淡水・海水共通〕

【濃縮】

1.搬入されたサンプルを 24時間静置する。

2.アスピレーターにより上澄み液を取り除き、以下の目安まで濃縮する。次段階の濃縮を行 う

際は上記 1.と 同様に濃縮前に 24時間静置を行 う。

(濃縮前試料水量→濃縮後試料水量)

100→ 20、 22→ 500m2、 12→250祀、500mO→ 125mO、 125-250m2→ 50mO～ 100m2(沈殿管)

※50m2～ 100m2へ濃縮の際に沈殿管に移す。

(上澄み除去の際に水面にアオコによる着色が見られていた場合は、着色している部分を

出来る限リピペットで吸出し別容器に移しておく)

3.沈殿管で 24時間静置し、沈殿量を測定後に上澄み液を取り除き最終サンプル量 (10m2等の

適宜)に濃縮し、小型容器に移す。

※サンプル中の浮遊物の濃度により試料水の最終サンプル量は変動する。

4.[ア オコが発生していた場合の別容器の手順]

別容器はメスシリンダーや沈殿管などの水面部分がなるべく狭くなるものを使用し、24時

間静置する。静置後に駒込ピペットを使用し、着色部分の水を吸出し、3.の操作で作成さ

れた試料水と合わせ、最終サンプルを作成する。

【分析】

5。 容器を良く攪拌した後、マイクロピッペット (200μ 2)により0.05～0.lmlを とり、0.5nlm

間隔罫線付スライ ドグラスに滴下する。カバーグラスは 18× 24nlnlを使用し (0.05mlの 場合

は 18× 18nlmで も可)プ レパラー トを作成後に、プランクトンの細胞数および種を検鏡する。

※細胞数のカウントは全体でおよそ 400細胞を目安としているが、種組成およびプランク

トンの濃度により適宜変更する。

※使用する顕微鏡は正立顕微鏡で、オリンパスの BX40、 BX50、 BX51の いずれかを使用している。



分析手順

〔動物プランクトン・・・淡水 。海水共通〕

【濃縮】

1.搬入されたサンプルを 24時間静置する。

2.アスピレーターにより上澄み液を取り除き、以下の目安まで濃縮する。次段階の濃縮を行 う

際は上記 1.と 同様に濃縮前に 24時間静置を行う。

(濃縮前試料水量→濃縮後試料水量)

100→ 20、 20→ 500mO、 10→ 250鵬、500m2→ 125鵬、125-250m2→ 50m2～ 100m2(沈殿管)

※50m2～ 100m2へ濃縮の際に沈殿管に移す。

3.沈殿管で 24時間静置し、沈殿量を測定後に上澄み液を取り除き最終サンプル量 (10m2等の

適宜)に濃縮し、小型容器に移す。

※サンプル中の浮遊物の濃度により試料水の最終サンプル量は変動する。

【分析】

4.容器を良く攪拌した後、マイクロピッペット (1鵬)により0.1～0.5mlを分取し、0.5nllll間

隔罫線付スライ ドグラスに滴下する。次に 18× 24nllnも しくは 18× 32nmlの カバーグラスを使

用してプレパラー トを作成する。これを検鏡して、種の同定および計数を行い、基本的には

その全量を種別に計数する。個体数のカウントは全体でおよそ 400個体以上を目安とし、1

回の検鏡でカウント数が少ない場合には上記の検鏡を数回行う。ただし、プランクトンの現

存量が非常に少ない場合には、数回検鏡してもカウント数が 400個体に満たない場合もある。

※使用する顕微鏡は正立顕微鏡のオリンパスの BX40を使用している。



社内プランクトン精度管理デニタ(海産植物プランクトン)

検証の結果分類名を変更したもです

検証の結果追加したものですが、計数はしておりません …

・・ ・
′は

株式会社プラントピオ



l ンクトン

文献名 分類群

山路勇 (1984)「 日本海洋プランクトン図鑑 (第 3版)1保昔朴 海産プランクトン全般

福代康夫・高野英昭・千原光雄・松岡数充編 (1990)「 日本の赤潮生物 ―写真と解説― 1内 田老鶴圃 渦鞭毛藻類

Calmelo k.Tomas(1996) f ldetifvins Marine Diatoms and Dinoflaeellates I Academic Press.lnc. 昨藻類、渦鞭毛藻額

千原光雄。村野正昭編 (1997)「 日本産海洋プランクトン検索図説 1東海大学出版会 侮産プランクトン全般

清初4-治編 薯 (2oo5ヽ「洛フは 蓮什能図鑑 1内 円ノ鶴 閥 昨藻相

岩国市立ミクロ生物館 (2011)「 日本の海産プランクトン図鑑 1共立出版株式会社 在産プランクトン全般



プランクトン分析検証依頼シート

JA目     海嵐・桂詢プラングレ
依頼者氏名 日本歯科大 由姜先生
蒸親■月日 平成23年 11月 30日

依頼内容について

1.分析手順や方法について

貴社の試料における分析手順はプランタトン分析において議当と判断いたします。ただし,文章中

の「作成Jは「作製」の方が遭切と考えます。

2.種の問定と計数につ―いて

小田原漁浩から羅集した海慶構物プランクトンのサンプルを榛鐘した結果,分析結果の泰中の以下
の分類群について修正・加筆をいたします。

1)豊蒻隔av ar36と 動
"餞
めT Sp.は

簿詢鯰商 Fma的 面輌ウVI腱日ヽαRmd

=漁
昭ね山雌 Cmtzingpv7ilb国躊arR躙直

2)●
""出
由sp.は

C請山商 博おH逢、Stlztti

Ca●gra● 衝尊琴

c Psarancilrara Q電口′v社 油り閥山=Gれ中

Ca圏れ
… …

瓶 naina Del海 anO″
`ム

c ailara m80ry

C∫
“
On出む●ヵ厳●M腱燿憫陶

『
3)Ooopl●|lma黎.は

… …

    (…
…0爆 滅 潮 鐵 臓 与

臓〃鴨r瞥 (CmOweXCtt H山
5)R為oヒロ字鴻嘔""abplaralま
え躍癬
"(V勧
曲鋤M.縫臓

上記のとおり検証致しました。

_載鳳』担ユ単轟…鷹Э
婦プランだ オ



曇‐||‐ 了

ｆ

ｆ

ｆ

事

言

‘

‥

―

‥

‐

ｒ

‥

10ぃm

5

Figs. l, 3. TabalariaJ'aseicrlolo. Girdle vier*r.
lig, ). T. pan'o. Valve view.
F ig. 4. G o np ho nt mo p s i-s p s e u d e xlgua. C irdle vi*w.
l'igs.5-7. P.seudo-nit:.tthiu pungens. Fig. 5. Valve rie*'.
Fig. 6. Cirdle view. Fig. 7. Colony.



ξ

ざ

竜O“難

15‐17

１‐

Fig. 8. Cbcrone is ptew&;margitata v:*. intermeditL. Frusrulc.
Fig. 9. C', shikinensi.r. Araphid vaL"e.

Fig. 10. C'. dirupta. Araphid valve.
Fig, I I . ('. costate. Araphid valve.

Fig. 12. (". neolhnaensisvrt. mari*s. Araphid valve.
Fig. 1.1, 14. C'. suhtitissi:tra fig. 13. Rapbid valve. Fig. 14. Araphid valve
l'igs. l5- 17. Rhoicospheaia rr*rira. Cirdle vie*'s.



社内プランクトン精度管理データ(海水動物プランクトン)

早川漁港動物プランクトン分析 結果表
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〇

ンクトン

文献名

千原光雄・村野正昭編 (1997)「 日本産海洋プランクトン検索図説 1東海大学出版会

山路勇 (1984)「 日本海洋プランクトン図鑑 (第3版)1保育社

SHUHEI NISHIDA (1985)「 TAXONOMY AND DISTRIBUT10N OF THE FAMILY OITHONIDAE(COPEPODA,CYCLOPOIDAIIN THE
PACIFIC AND INDIAN OCEANSi BULL.OCEAN RES.INST..UNIV.TOKY0

OTOHIKO TANAKA(1956-1965)「 THE PELAGIC COPEPODS OF THE IZU REG10N,MIDDLE JAPAN SYSTEMATIC ACCONUNT l―
121 PUBL.SETO MAR.BIOL.LAB.

岡田要・内田清之助・内田亨 (1988)「新日本動物図鑑 [上～中]JJヒ隆館

西村二郎編 (1992,1995)「 日本海岸動物図鑑 [I]・ [Ⅱ ]l保育社

猪木正三監修 (1981)「原生動物図鑑 l講談社

文部省 (1988)「学術用語集 (改訂版)1丸善

人木 龍一他編 (1996)「岩波 生物学辞典「第4版]1岩波書店



プランクトン分析検証依頼シート

項 目    海産・動物プランクトン

依頼者氏名  元中央水産研究F~4平 川様

依頼年月日 平成23年 8月 23日

依頼内容について

【検鏡結果】
各季節 (春、夏、秋、冬)を通して沿岸・内湾性種が卓越するが、少量ながら外洋性種が加わつていること
から、小田原港の低次 (プランクトン)生態系は周年を通して単一ではなく、黒潮の影響による沖合からの
生物的要素も加わり、多様化することが示唆される。動物プランクトンの総個体数と種の多様性は、高水
温期 (23.6～ 26.6℃ )の夏～秋には低水温期 (約 15℃ )の冬～春と比較し高くなる様相を示していることか
ら、水温上昇に伴うプランクトン生産の促進が伺われる。この時期のプランクトン生産は、主に勤 "a滋活
“
によつて代表される沿岸。内湾性種によつて特徴づけられる。

【種名などの記載】
①“CopepOdids of OOOOOO"の 表記は避ける。〇〇〇〇〇〇の中に、明らかに△△△△△種の
copepodid(恐 らく、CⅣ・V)として査定可能な個体がいれば(例えば、fzrieゃina aθ′

`励
sなど一属一種

の場合も必然的に該当)、 成体と共に△△△△△種として計数する。査定不可能な個体 (恐らく、CⅢ以
下)は、属レベル、或いは科レベルで一括して計数し、○○○○○○(属名)spp.(Copepodds)、 或いは
◇◇◇◇◇ (科名)(Copepodds)と して表記する。これまでの記載方法の踏襲を見直すべきである(属名
或いは科名を前に配置)。 更に、種名の次にこれらを記載する。

例 :几開励 ぉp… s
R塑励 ぉ sp.或いは spp.(Copepodids)
Paracalanidae(Copepodids)

②“Nauphiof OOOOOO"の 表記も避ける。Copepod(a)nauphi、 或いは、未査定Copepod(a)(Naupl五 )
などとして表記。

【検鏡方法】
・カバーグラスを使用したら、サンプルを一定方向からしか観察できないのでは?
。まず、大型個体 (体長 :便宜的に1.5mm以上)を低倍率 (×約40)で全体を見て計数。次に、小型個体を
適宜〔個体の密度に応じて、例えばlmmのグリッド付きスライドグラスを一定間隔 (―行置き)で×100〕 計
数することが望ましい(但し、単価次第)。

【その他】
・精度管理の具体的方法の検討が必要。(できれば、当該分析者が査定した同一サンプルをその場で
再査定するなど)
。基本的には、ビジネスとして成立するアイディアとオリジナリティが重要。



プランタトン調査野帳綽 ,1:漁港)

地点名 夏季 秋季 冬季 春季

ST. 市場前 市場前 市場前 市場前

調査日 2010年■月2日 2010生F10リヨ15:ヨ 201μ事2月 7日 201μ手4月 19日

開始時間 12:45 12:50 13:00 13:30

終了時間 13:40 13:30
ｎ
υ
”
■
３

14:10

天候 曇り 曇り 晴れ 晴れ

気温 29.5℃ 27.0'C 14.8°C 19℃

水温 26.6℃ 23.6℃ 15.2℃ 15℃

PH ０
０
ｎ
ｕ
０
０

●
０
●
０
０
０ 7.96 ●

０
ｎ
υ
０
０

塩分(‰ ) ０
０
０
０

●
０ 34 ●

０
●
０

透明度 水深4～ 6mで計測不能

緯度
目
υ
●
０Ｎ 14′ 21.4″

経度 E.139°  08′  58。
4″

調査担当 EU・ KS EU・ TS EUeTs EU・ KM

その他

2月にしては大変温か

疑温は間違えでは有り
ません !

採集:植物プランクトン 10L(表層採水),動物プランクトン 20m× 5回 500ml(水平引き)

12



社内プランクトン精度管理データ(淡水植物プランクトン)

注2)細胞数は有効数字2桁で表示
注3)+印 は分析後に先生の精査により追加確認された種

ル dC群・・・・′:|こ

株式会社プラントビオ

不等毛植物門

13



ヽ

ノ ンクトン

文献名 分類群

G.Huber―Pestalozzi(1941,1968,1983)「 DAS PHYTOPLANKTON DES SUSSWASSERS Tel12-1,3,7-1」 E.Schweizerbart'sche
Verlagsbuchhandlung 緑藻綱クロロコックムロ、黄金色藻繹

廣瀬弘幸 山岸高旺 編 (1977)「 日本淡水藻図鑑 1内田老鶴圃 炎水藻類全般

福代康夫・高野秀昭。千原光雄。松岡数充 編 (1990)「 日本の赤潮生物―写真と解説 1内 田老鶴圃 禍鞭毛藻類

水野寿彦。高橋永治 編 (2000)「 日本淡水動物プランクトン検索図説 1東海大学出版会 師毛藻類全般

渡辺仁治編 著 (2005)「 淡水珪藻生態図鑑 1内 田老鶴圃 珪藻類

小林弘・出井雅彦・真山茂樹・南雲保・長田敬五 著 (2006)「 小林弘井藻図鑑第 1巻 1内田老鶴圃 珪藻類

渡邊直之 薯 (2007)「 日木アオコ大図鑑 1誠文堂新光社 藍藻類アオコ形成種



プランクトン分析検証依頼シート

項目    淡水植物プランクトン

依頼者氏名 藻類研究所分析センター 福嶋悟

依頼年月日 2011年 8月 9日

依頼内容と検証結果報告

芦ノ湖の植物プランクトンの分析結果について、サンプリング、試料濃縮、計数等、分

析手順のとおり実施されたものとして、コメントします。

1‐1饒 凛調磨種義饉覇薔
今回ゆ結果は、計数してのコメントではありませんが、当方が撻擁している芦ノ潮の植

物プランクトンの数値からすると、4回ともに最も小さな数値です。手順、計算に問題がな

ければ結構です。

方法のなかで、マイクロピペット (200マイクロ)を使用とのことですが、チップの先端

口径が製品によつては′1ヽさく、Fragilffia c″′"戯
∫おや″S懃
"離
ねル 閣 Saの群体が十分に

吸えてないケースが実際にあり、検討の必要性があると思われます。

今回|ま出現しておりませんが、〃b寝獅お でも全く不適当です。

また、市販品の l mlのガラス製メスピペットの大部分も先が細く誤差を生じます。

2111藝矮轟奪善纏

計数結果ですが、結果が lL当たりの細胞数ですから、例えば 8月 2自 の場合、400細胞

が最小出現頻度であつた種類ということになります。 しか し、もともと出現頻度の低い種

類は、これ以下であるのが普通であり、有効数値から考えても数種類の追加は必要ではな

いかと思います。

作成された永久プレパラー ト及び試料においては、計数結果にない種類が認められ (全

てではない)例えば次のような種類の中で、幾つかは数値があがるのではないかと思われ

ます。

100802
腱 rasira variα

“
s

x“ra.・.認′ra artbitta             '

み曜渤電期吻″お

い 範 腱訥 ′濯

И∫rerila滋二Ia/oraa陥

C∝co鷲ヽPracarrara

И議閣薦滋s西解
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作表では各種の現存量を2桁の有効数値で示しされていますが、水辺国勢颯査等では3

桁で示されていると思います。 2精の根拠が明確であればそれでよいのですが、私は3桁

でも良いのでFtと思います。

使用図鑑についてですが、これならというものがないのが現状です。珪藻については、

渡辺Omめと小林、出井他⑫園Dがありますが、後者は珪療類の極く一部が級われているに

過 ぎず 、 前 者 も必 ず し も見 や す い 写 真 ば か りで は な く、 む しろ

Kn劇 圃 R,HLANGEI田m嶽 几 su田調 醸 崎 von Mible_a.,別 ,2,4
ガ4,を基本に同定し、属欄名を後で新たな分瀬略に直すことを維奨します。

H… のAnAtho ofBriti8hDiatom8も 珪藻類全般を扱い、汽水、海産種も扱つ

ており、見やすい線再のみで議湧文はないが参考書として優れており、比較的安債です。

『 日本淡水産動機働プランクトン図側 があがつておりませんが、緑藻類のヤネデスム

ス科、オエキスティス科、等は「 日本淡水藻日着』よりも新しく、また詳しく、全般の仕

事の基本国鑑とすることをお奨めします。ただし、薇毛毒額と犠毛虫類など、運動機があ

る鞭毛藻を原生動物に含めている等の特傲があります。新版では学名の猥植等が訂正され

てヽヽます。

氏名  福嶋1鷺

'2ラ

「ました。
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社内プランクトン精度管理データ(淡水動物プランクトン)

ノ湖動物プランクトン

No. 綱 日 科 種名 平成22年8月 2日 平成22年 10月 15日 平成23年2月 7日 平成23年4月 20日

1 肉質鞭毛虫門 葉状根足虫綱 ナベカムリロ ナベカムリ科 Arcella discoides 50
つ
４ フセツボカムリ科 Centropyxis aculeata 50
3 糸状根足虫綱 グロミアロ ウロコカムリ禾 fjuelvnha so. 50
４

５

繊毛虫門

飩獅
縁毛目
少毛目 フデヅツカラムシ科

Peritrichida
Tintinnidium sp.

100 ３０〇

一５０

50

6 Эligotrichida 50
7 CILIOPHORA 100 600 100
8 輪形動物門 単生殖巣綱 ワムシロ ツボワムシ科 KeIIicθ

`ι

fa longisDina 900 2,650 5,050 2,750
9 Keratella cochlearis 50 300 250
10 Keratella ouadrata 100 50
11 フクロワムシ科 Asolanchna oriodonta 2,250 100

ネズミワムシ科 Trichocerca so. 50
13 ドロワムシ科 Ploesoma truncatum 100 50
14 Polyarthra euryptera 2.950
1[ PdFarthra sD. 100 50 100

Svnchaeta so. 1,400
17 マルサヤワムシロ ミジンコワムシ科 Hexttra“′揚 50
18 ミツウデワムシ科 RIhia lonttsθ′∂ 50 1.450 350

テマリワムシ科 Conochilus unicornis 350
９

“
′ヽナビワムシロ ハナビワムシ科 Collotheca so. 100 400 100

21 節足動物門 ミジンコ綱 ミジンコロ シ タ Dlaphanosoma so. 750
９

“ ミジンコ矛 Daphnia saleata 3.700 450 50
９

″ ゾウミジンコ科 Bosmina lonsirostris 500 2,950 7.500
24 '?)v:tyat+ 4tona sp. 50
25 ノロ Leotodora kindtii 150
2C アゴアシ綱 カラヌスロ ゲナガケンミジンコ科 Eodiaptomus iaoonicus 450
27 :opepodid of Calanoida 6.300
９

“ ケンミジンコロ ケンミジンコ科 3v“ps″ b′b″s 400 100 300 100
29 :ooenodid of Cvcloooida 250 450 1,900 1,600
3C nauplius of Cooeooda 4.950 7.900 2.750 2.850

昌現相 19 20 10 12

総個体数 (個体 /mJ 17.750 21.350 15,150 15,750
m1/イ 9.8

I)*.Asplanchna priodonta I こ先生 の に に

″l●
"=α
"。

CO′。ld・

株式会社プラントビオ



Φ

用 ノ ンクトン

文献名

水野寿彦・高橋永治編 (2000)「 日本淡水動物プランクトン検索図説J東海大学出版会

水野寿彦 (1977)「 日本淡水プランクトン図鑑 1保育社

岡田要。内田清之助・内田亨 (1988)「新 日本動物図鑑「上～中]IJヒ隆館

小島貞男。須藤隆一・千原光雄編 (1995)「環境微生物図鑑 1講談社

猪木正三監修 (1981)「原生動物図鑑 1講談社

者南山編著・水野寿彦 訳著 (1982)「中国/日 本 淡水産枝角類総説Jたたら書房

洗嘉瑞 編著・水野寿彦 訳著 (1982)「中国/日 本 淡水産撓脚類総説 |たたら書房

鈴木賞 (1999)「車輪虫類同定学J三省堂

田中正明 (1991)「 日本湖沼誌 1名 古屋大学出版会

田中正明 (2002)「 日本淡水産動植物プランクトン図鑑 1名 古屋大学出版会

西島信昇監修 (2003)「琉球列島の陸水生物」東海大学出版会

文部省 (1988)「学術用語集 (改訂版)力 1善

人木 龍一他編 (1996)「岩波 生物学辞典 [第4版]J岩波書店



プランク トン分析検証依頼シー ト

項目     淡水・動物プランクトン

依頼者氏名 信州大学山岳科学総合研究所 花里先生
依頼年月日 平成 23年 H月 11日

株式会社プランピオ御中

依頼 (検証)内容について

まず、原生動物については、私の専門ではないので種の同定はしませんでした。

ワムシと甲薇颯 (ミ ジンコ、ケンミジンコ)については日題はないと思います。

ただ、

… “

塑 Sp・ (フクロワムシ)は咀喘盤を見て、ス蒻ね知肋a¨ ね であると思い

ます。

Asplanchnaの 咀嗜盤は、サンプルとカバーグラスでつぶすと見えます。

もつとちやんと見るときには、スライ ドグラスに載せて、そこにアルカリ液 (例えば水酸化カリ

ウム)滴下して少しアルコールランプでスライドガラスの下からあぶると

□囀盤がよリクリアーに見ることができると思います。

なおリストにあつた (%%dりお
…

と a遡曲枯
“
sp.はサンプル中から見出せません

でした。

上記のとおり検証致しました。

信州大学山岳科学総合研究所

20



プランタトン調査野帳(芦ノ湖)

地点名 夏季 秋季 冬季 春季

ST。 鳥居前 鳥居前 鳥居前 鳥居前

調査日 2010年8月 2日 2010生
「
10月 15日 20H年2月 7日 20H年4月 19日

開始時間 10:30 10:55 10:45 10:20

終了時間 11:50 ”
仕

″
■ 11:40

天候 曇り 曇り 晴れ 曇り

気温 25°C 22.5℃ 14°C H.5℃

水温 24.7°C 19.5℃ 6.1℃ 9.2℃

水色

PH 8.4

透明度 8.5m 8111 6.51n 8.51n

緯度 N。 35° 07.″

経度 E.139' 01' 32.4"

調査担当 EU・ KS EUOTS EU・ TS EU・ KM

その他
2月にしては大変温かい

気温は間違えでは有りませ

ん !

採集 :植物プランクトン 20L(表層採水)、 動物プランクトン 20m× 5回 500ml

21



芦ノ湖 植物フ
°
ランクトン

藍藻綱
クロオコックスロ
クロオコックス科
わ 力aβθθθpsa sp.

(アファノカプサ属の一種 )

H22年 10月 に若干出現した

寒天質に包まれた、球形もしくは楕
円形の細胞の郡体を形成

細胞径 :1～ 2μ m

藍藻綱
ネンジュモロ
ネンジュモ科
∠′ab∂θ′∂ sp.

(アナベナ属の一種 )

H22年 8月 に若干出現した

球形の細胞がつながり糸状体を形
成し、アキネート(休眠胞子)や異質
細胞 (本写真先端)の位置や形で
分類されます。

細胞径 :10μ m前後

クリプト藻綱
クリプトモナス科
クリプトモナスロ
Ettιθ″θβ∂s Sp

(クリプトモナス属の一種 )

H22年 8月 に若干出現した

楕円形で、中央部分がガレットと言
われるへこみが確認できます。

細胞幅 :10～ 15μ m

22 Itlent$io co.,ltd.



渦鞭毛藻綱
ペリディニウムロ
ケラティウム科
CびatiumZ圧´

“

″醐ηθ力b

(ケラチウム ヒルンディネラ)
和名 :ツノモ

H22年 8月 、H23年 2月 、H23年4
月にそれぞれ若干出現した。

淡水性のものは、本種が一属一種
とされ、次のペリディニウムに角が生
えたような特徴的な形態です。

細胞幅:50μ m前後

渦鞭毛藻綱
ペリディニウムロ
ペリディニウム科
b伽 力″″

“(ペリディニウム ビペス)

毎四季の調査で確認され、特に夏
季H22年 8月 で多かった。細胞体
積からすると植物P中芦ノ湖で一番
多い種類です
淡水性の大型の渦鞭毛藻で、横溝
を中心に上殻と下殻に分かれ、鎧
板の枚数と形で分類されます。

細胞幅:45μ m

・渦鞭毛藻綱
ペリディニウムロ
ペリディニウム科
ba″ ″η sp。
(ペリディニウム属の一種)

23 Itlentfi;io co.,ltd.



黄金色藻綱
オクロモナスロ
オクロモナス科
Ochromonas sp.

(オクロモナス属の一種 )

2、 4月 に若干出現した

黄金色藻綱
オクロモナスロ
ディノブリオン科
クカ7οb″lθ″sθr`a■ttia

(ディノブリオン セルツラリア)
和名 :(属名)クダサヤツナギ

2、 4月 に出現し、特に4月 に多かった

透明な花瓶のような鞘を持ち、その

中に鞭毛をもつ本体がある特徴的な
形態

珪藻綱
中心目
タラシオシラ科
¨ ′θ
`ab″
冴b"

(キクロテラ ラディオサ)
和名 :(属名)ヒメマルケイソウ

24 ItlontSio co.,Ld.



珪藻綱
中心目
メロシラ科
スν力θθs3ira θ″bigua

(オウラコセイラ アンビグア)

1年をとおして出現したが、特に春4チ
に多かった

珪藻綱
羽状目
ディアトマ科
/s`aっia?olla brmθ s∂

(アステリオネラ フォルモサ)
和名 :ホシガタケイソウ

2月 、4月 で出現した。特に4月 には
第一優占となつた

珪藻綱
羽状目
ディアトマ科
陶 agilaria αη

`"“
携

(フラジラリア クロトネンシス)
和名 :オビケイソウ

年間をとおして多く出現し、特に8月
は第一優占となった

25 plent$io co.,Ld.



珪藻綱
羽状目
ディアトマ科
Tabellaria fenestrata

(タベラリア フェネストレイタ)
和名 :ヌサガタケイソウ

珪藻綱
羽状目
ディアトマ科
ク%9a″∂∂θυs

(ウルナリア アクス)
和名 :ハリケイソウ

・緑藻綱
クロロコックムロ
ノくルメラ科

,力∂銘θcβtt Sθ力″θ
`訂(スファエロキスチス シュロエテリ)

26 ItJent$io co.,Ld.



・緑藻綱
クロロコックムロ
オオキスティス科
θθの6″b sp。

(オオキスティス属の一種 )

口緑藻綱
クロロコックムロ
ツヅミモ科
シ
“
“

」励 フ.

(スポンジロシウム属の一種)

27 Itlent$io co.,Jtd.



芦ノ湖 動物プランクトン

CP魚墨tBio CO.11d

肉質鞭毛虫門
葉状根足虫綱
ナベカムリロ
フセツボカムリ科
3enιropガs∂σ″J4θ∂

`a(ケントロピクシス アクレアタ)

肉質鞭毛虫門
糸状根足虫綱
グロミアロ
ウロコカムリ科
EU」″ha sp.

(ユウグリファ属の一種 )

繊毛虫門
多膜綱
少毛目
フデヅツカラムシ科
乃bしinn■dium sp.

(チンチニディウム属の一種 )

職
´
螂

(lP鮨 ,ltBl● co.::`1

28

Itlant$io co.,kd.



タ
才

ヽ
・・
、

嚢
尋 ヽ
1ポ 鷲 切

J).、

褥な亀鶴

芦ノ湖 動物プラン外ン

事
繊毛虫門
多膜綱
少毛目
Oligotrichida

(オリゴトリチダ)=少毛目

輪形動物門
単生殖巣綱
ワムシロ
ツボワムシ科
Kellicο′ιね .6nttspha

(トゲナガワムシ)

1年をとおし出現したが、特に2月

第一優占となつた。

輪形動物門
単生殖巣綱
ワムシロ
ツボワムシ科
Kera`ella θθchie置■s
(カメノコウワムシ)

′・

４
奎
華。

一
・譲

一争

一

29

Iuant$io co.,Ld.



芦ノ湖 動物プランクトン

輪形動物門
単生殖巣綱
ワムシロ
ツボワムシ科
κθ

“ `ella 
σ″ad艶
`a(コシブトカメノコウワムシ)

輪形動物門
単生殖巣綱
ワムシロ
フクロワムシ科
Иspla″θ力β∂ sp.

(フクロワムシ属の一種 )

主に8月 に出現し、優占上位種と
なった

輪形動物門
単生殖巣綱
ワムシロ
ネズミワムシ科
笏 b力οθθ́θa sp.

(ネズミワムシ属の一種 )

30

Itlont$io co.,ltd.



芦ノ湖 動物プランクトン

―……■  ■二l==L編機Ⅲながごふ̀ざ

OphntBIO∝ .ltd

輪形動物門
単生殖巣綱
ワムシロ
ドロワムシ科
Ποθsοzη∂こ覺 nθ∂′″墜η

(スジワムシ)

輪形動物門

単生殖巣綱
ワムシロ
ドロワムシ科
Poけa■hra θの グθ

“
(ヒロハネウデワムシ)

8月 に出現し、優占上位種となった

輪形動物門
単生殖巣綱
ワムシロ
ドロワムシ科
め″ε力∂θ
"Sp.(ドロワムシ属の一種)

31

plont$io co.,ltd.



芦ノ湖 動物プランクトン

@F韓 ,ltBi。∞.1饉

@rPlsrtBio co.,lld

輪形動物門
単生殖巣綱
マルサヤワムシロ
ミツウデワムシ科
局カカカ !ongisθ

`∂(ウデナガミツウデワムシ)

輪形動物門
単生殖巣綱
マルサヤワムシロ
テマリワムシ科
Conοσ力i■us υ″ノθο

“

お

(ツノテマリワムシ)

輪形動物門
単生殖巣綱
ハナビワムシロ
ハナビワムシ科
C01lo励θて刀 sp.

(ハナビワムシ属の一種 )
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芦ノ湖 動物プラン外ン

CiP麟 ユitBi。 こo.1ld

節足動物門
ミジンコ綱
ミジンコロ
シダ科
Diaph′″θsθ″a Sp。

(オナガミジンコ属の一種 )

節足動物門
ミジンコ綱
ミジンコロ
ミジンコ科
Daphnia 3dea"
(カブトミジンコ)

8、 10、 4月 と出現し、特に8月 に第
二優占となつたが、質量的に大きい

ため芦ノ湖の魚類の餌料生物とし
キーとなる重要な種類

節足動物門
ミジンコ綱
ミジンコロ
ゾウミジンコ科
βοs血∂ん″ル sz"b
(ゾウミジンコ)

10、 2、 4月 に出現し、4月 に第一優
占となつた。上のカブトミジンコと、
時期をずらして増加している

“

IPhllt13io c● `lid
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芦ノ湖 動物プランクトン

τ
〓
．
０
し
０
一餞
〓
“嗜
“』
虚
）

節足動物門
ミジンコ綱
ミジンコロ
マルミジンコ科
ノ4ノθ″a sp.

(シカクミジンコ属の一種 )

節足動物門
ミジンコ綱
ミジンコロ
ノロ科
ι″
`ο

dora力 bごt″

(ノロ)

8月 にわずかに出現した

ゾウミジンコを餌とする最大のミジン
コの仲間です

節足動物門
アゴアシ綱
カラヌスロ
ヒゲナガケンミジンコ科
肋 誡η′ο″

“
″ a17た

“(ヤマトヒゲナガケンミジンコ)

10月 のみ若干出現した

〔4Phlltltio(o ll■
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芦ノ湖 動物プラン外ン

タ

ヽ

CPtattB10Co..lld.

|

ノ

イ

節足動物門
アゴアシ綱
カラヌスロ
ケンミジンコ科
Eydops√ich“
(オナガケンミジンコ)

1年をとおし出現し特に、2、 4月 に

多かった
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ネット法によるプランクトンの季節変化

ン ♂

…  ◆〔L“

絆、       .狂

夏季
2010。 08.02

×25

※倍率について記載の倍率は、顕微鏡レン
ズですので、印刷状態により異なります。

※使用採集プランクトンネット生地

名称 目開き

NXX13 100 μ m

※注)写真は上記ネットにて鉛直引きにより濾過し

たサンプルです。100μ mに満たない小さな植物
プランクトンなど|ま、抜けてしまいます。

夏季
2010.08.02

×50

ポイント!:カブトミジンコとゾウミジ
ンコの大きさの違いに注 目 !

夏季
2010,08.02

×100

ツノモやワムシその他珪藻類

`Fゝ
鷺

:∵苺

７
鰤

一摯
」「‘
一熙

―

ハ
ア

啄 L
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ネット法によるプランクトンの季節変化

ヽ
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ヽ
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年
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秋季
2010.10.15

×25

ケンミジンコが多く出現しています

秋季
2010. 10.15

×50

秋季
2010。 10.15

×100

L   _タ

.,メ
′

プ
ル

・．．　　」一一一姜］』聾一』一一摯義一一一
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冬季
2011.02.07

×25

冬季
2011.02.07

×50

冬季
2011.02.07

×100

{

感
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春季
2011.04.20

×25

この時期、動物では、ゾウミジンコが

優 占種となります

春季
2011.04.20

×50

春季
2011.04.20

×100

植物のクダサヤツナギや珪藻類が

繁茂し、まさに春のブルーミングで

す

一　
．‥」″「
　
一・　　　）　
．　・

ヽ
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